
日本語を母語としない親を
持つ子どもたちへの支援事業

【まなぼう会】
坂戸地区更生保護女性会

坂戸市提案型協働事業報告
令和5年1月26日（木）15:00–16:40



① 事業の目的

🔶日本語を母語としない親を持つ子どもたちが、日本社会に適
応し、健全に成長できるよう、日本語および学習支援を行う。

🔶子どもがボランティアと一緒に学ぶことで、安心でき、自信
をつけ、学ぶ楽しさを体験してもらう。

🔶親子参加イベントを開催し、日本人と外国語を母語とする親
御さんとの多文化交流の場を提供する。



②-1 事業内容

児童の宿題のサポート、かるたやカードでの日本語単語学習、教科書の
音読、絵本の読み聞かせなどを通じて、苦手な科目を学んでもらう。

■令和4年9月1日より令和5年2月26日までの毎週木曜日、15:00–17:00の2
時間で全22回を設定。

■場所は泉町ヤオコーそばの「北坂戸コミュニティサロン ぽんわか」を
無償で提供頂く。

■坂戸支部の更生保護女性会員の全26名の協力で当番表を作成。任意参加
の日本語教室（坂戸市内）の先生方も参加。活動マニュアル、チェック
シート、ネームプレート（更女会員と日本語教室先生用）の作成の事前
準備。まなぼう会専用のグループラインを作り連絡網の整備。



協力団体：

千代田にほんごの会

日本語教室けやき

北坂戸日本語ボランティア

日本語サロンつどい

公益社団法人 国際日本語普及

協会AJALT 松尾恭子氏

一般財団法人 言語交流研究所

ヒッポファミリークラブ

更生保護女性会



泉町 ぽんわかさん

入口

通り沿い



②-2 事業内容

■コロナ禍の折、検温、手指の消毒用物品の準備。

■学ぼう会お誘いのチラシの作成

■10月23日（日曜）親子で楽しめるイベントの実施 お誘いのチラシ作成

■小学校経由で、当該児童に手渡しした。

■親子イベントを、多言語で仲良くなろうのヒッポファミリークラブさんに

学童保育所にて実施していただく。



まなぼう
会お誘い
のチラシ

小学校に
提出した
が訂正依
頼があり

市民生活
課にて訂
正して頂
きまし
た。



親子イベントお誘いのチラシ

小学校経由でお渡し頂いた。

＊審査員からのコメントにお
いて、学童保育とも連携し、
子供達の交流を広げる機会の
提供があったので、親子イベ
ントは学童保育所を利用し
た。

コロナ禍の為、合流開催は出
来なかった。



10月23日学童はらっぱクラブさんにて

親子イベント開催！ 多言語で遊ぶ、
ヒッポファミリークラブさん１８人協
力。



➂協働関係課との連携内容

・事業内容を桜小学校に説明し、連携体制を調整いただいた。

・市広報に、学習支援内容を掲載し、周知を図っていただいた。

・小学校向けにチラシを作成し、市民生活課経由で提出したところ、漢字が多く

ルビがふられていないため、親御さんが読めないと学校より指摘を受け、ひらが

なだけで、判りやすい表現の訂正版を作成いただいた。

・日本語学習支援者スキルアップ研修「地域の教室の役割と初心者への対応」を

受講し、日本語学習支援について学ぶことが出来た。また、市内の日本語教室の

方々との連携の機会を得た。（後日この講座の講師が活動する子ども日本語学習

クラブを訪問し指導の実際を見学した。）



➃-1 成果及び効果

転入してきたばかりの片柳小学校の児童がおり、北坂戸日本語教室で声かけ
をしたところ、親御さんの同意がとれ合計3回、参加して頂きました。

日本語教室けやきの日本人ボランティアさんが、学習支援をしてくださり、
更生保護女性会員は、教室管理と出来たことを称賛する役割を務めました。
とても笑顔がかわいらしく、算数が得意でしたが、九九の日本語読みに苦労
していた。また、漢字の書き順が理解できていなかったので、ドラえもんの
九九の歌と漢字書き順の、漫画を貸与し喜ばれた。

夕方５時になると薄暗い為、会員が送迎をした。

桜小学校のインターナショナルアシスト事業を受けている児童は、残念なが
ら参加してくれなかった。



➃-2 成果及び効果

参加してもらえない理由について、直接接触をしていただいた桜小学校にお聞きしたところ、以下の回
答を得ました。

①どのような対応をとったか
日本語指導の対象となっている十数名の児童に対し、チラシを配布した。

②どのような反応だったか
チラシを配布された時点で児童は「私は行かない。」という反応が多かった。
関わっているインターナショナルアシストなどからも良い活動だからぜひ参加すると良いよと勧めても
らったりもしたが、前向きではなかった。
考えられる理由としては、子どものみで参加するのは難しさがあり、その保護者についても働いていて
忙しかったり、普段人間関係のない人たちの所に参加するのは難しいと思ったりしていることがあげら
れる。
現在、本校の日本語指導を受けている児童は日本語のコミュニケーションに困っているというよりも、
日本語での勉強に困っていて、それを補っている場合が多い。保護者も日本語のコミュニケーションに
困っているとはあまり思っていない様子で、日本に慣れると、勉強を身につけさせるため、塾等に通わ
せようと考える家庭が多い。



➃-3成果及び効果

③今後期待する事

保護者の理解が進まないと児童の参加へはなかなかつながらないと考える。

チラシのみではなかなか難しさがある。

外国籍の保護者が困っている場面としては、小さい子どもが医者にかからない

といけないときの通訳などである。

そういった対応への手助けできたりする中で、関係ができてくれば、こういっ

た取り組みへの参加も出てくると思います。



転入してきたばかりの片柳小学校の児童 ガウデル君



⑤課題及び改善点

来てほしい児童たちへのアプローチは小学校経由で行われている。先生方は、で

きる限りのアプローチをしてくださったが、参加には至らなかった。

親御さんは子どもは日本語をちゃんと話せると思っているようだ。

先生がたは、児童たちの日本語力には、支援が必要であると感じている。親御さ

んと先生方の認識のずれが生じているようだ。

親子参加イベントは、ヒッポファミリークラブさんによる多言語での楽しい取組

で、言語に優劣はなく、すべての言葉が大切で、ゲームをしながら聞いて覚える

というもので、本当に参加してもらえればというものだった。

なお、年明けはコロナとインフルエンザの流行が予想されるため、今後の活動は

かなり厳しいと判断し、令和5年1月と2月は休止することにした。



⑥決算書（見込み：12月末現在）


